
あきる野市地域生活支援拠点等の整備に関する基本方針策定委員会（第４回）

１ 日 時 令和５年１２月２２日（金）午前１０時～午前１１時３０分

２ 会 場 秋川健康会館

３ 議 事

あきる野市地域生活支援拠点等整備の基本方針（素案）について

４ 会議録（概要）

あきる野市地域生活支援拠点等整備の基本方針（素案）について

・事務局より資料に基づき説明

・質疑応答、意見

（委員）前回会議における市民にわかりやすい基本方針とするとの意見に基づき、文言も

丁寧にまとめてあると感じた。面的整備の機能を発揮するためには、どこに相談すれば

求める支援が得られるのかを示すことも必要。整備済み自治体では「体験の機会、場」

の機能について、事業所の同意のもと、リスト化しホームページ等で公開している。

（回答）拠点等整備においては事業所を登録制とすることが見込まれる。その際に情報

公開の同意をとり、リストを作成することは可能と考える。ホームページの公開等に

ついては明言していないが、「地域の体制づくり」の中で市民への周知に取り組んで

いく旨を記載した。この周知の中で拠点等の機能や支援の詳細について関係機関と

の意見交換のもと取り組んでいきたい。

（委員）全体的にわかりやすい構成になっている。「専門的人材の育成・確保」につい

て、２３区内で開催される国や都の研修に職員を派遣することは事業所の負担が大

きいため、西多摩地域での開催を働きかけて欲しい。また、市内だけでは足りない社

会資源もあるため、西多摩地域を視野に入れた展開ができると良い。

（委員）基本方針の後に実施要綱を策定するとの説明があったが、策定した文章は条例

等に定めるのか、また、市民に対して検討事項や策定したものをどこまで周知するこ

とをイメージしているのかを伺いたい。

（回答）基本方針（素案）は、市民への周知を想定し、国の考えについて語句を整理した。

基本方針は条例の策定は予定していないが、会議の経過はホームページで公開している。

来年度、具体的な運営方法の協議に基づき実施要綱の制定を検討する。

（委員）現在は総論の段階と認識している。ここで具体的なことを示すと各論の段階で

不一致が生じることもある。その場合、基本方針の修正は可能なのか。

（回答）今後の検討の中で基本方針を見直すことは可能である。



（委員）「相談」機能について、相談専門員の立場としては日常的に個々の支援に全力

で取り組んでおり、拠点等の介入が必要となるのはそれを超える事態が生じた場合

と認識している。基本方針においても地域の相談支援専門員の日常的な取組がある

上で緊急的な介入が必要となった場合、個々の事業所の努力だけでは対応できなく

なった時にどうするのかという視点で記述して欲しい。

（委員）素案は文言もわかりやすくて良いと思う。迅速な対応にあたっては、事前の情

報把握が必要と感じるが、グループホーム等に入居し親元から自立していく流れは

これまでのも支援の一環として取り組んできたものである。拠点の機能にどのよう

な特徴を持たせるかを今後検討できると良い。

（委員）「専門的人材の育成・確保」について、研修等の受講だけでなく、その後のネ

ットワークづくりが非常に重要であり、そのような繋がりがなければ緊急時の対応

は困難と考える。研修で学んだことの確認と実践での落とし込みといったフォロー

アップの機会を検討してはどうか。

（委員）意見に賛同する。フォローがなく、支援力にばらつきが見られるように感じる。

研修受講後のフォロー体制を地域でどのように作るかを考えなければ人材育成には

繋がらない。

（委員）福祉関係者は専門用語を理解した上で素案を読んでいるが、一般市民はこの内

容でも難しいのではないかと思う。緊急時の受入では、施設の職員の負担だけでなく、

他の入居者への支援が不足することがないようにしっかりとした体制づくりをして

欲しい。

（委員）文字だけでなくイメージ図のようなものを掲載すると良いのではないか。その

中で関係機関の立ち位置や連携の強化を提示すると、拠点の役割がよりわかりやす

くなるだろう。

（委員）拠点等整備となると市民が大きなものが１つできるようなイメージをもちう

る。面的整備であることを強調した方が認識の齟齬を防ぐことができるだろう。

（委員）緊急時の受入れは本人を保護する目的で支援が提供されることが多いが、必ず

しも本人にとっての最善ではないことがある。支援者の考えや都合に留まることが

ないよう、権利擁護や本人の意思決定に基づく観点からの記述があると良い。

（委員）来年度以降、拠点等の機能についてどのような事業所が役割を担っていくのか、

ネットワーク構築に向け連絡協議会の出席といった具体的な手法を検討していく中

で、方針として強調すべきポイントが明確になるものと思われる。基本方針策定に向

け、本会議の意見に基づき素案の修正を依頼する。

５ 閉 会


